
　内発協製品認証部はこのほど、令和３年度に国内で導入された「常用自家発電設備の設置実績」に関する
アンケート調査結果を取りまとめて公表しました。製品認証部の調査結果によると、常用自家発電設備は、
台数ベースで３４５台（前年度比２７.８%減）、設置容量ベースで１３万１,１２５kW（前年度比０.７%増）
でした。
　直近１２年度分の特徴として、常用自家発電設備の台数と設置容量の推移をみると、東日本大震災が発生
した平成２２年度以降大震災特需を受けて増加傾向へと転じましたが、ここ数年は減少傾向で推移しています。
　アンケート調査対象は、内発協会員・非会員を問わず、自家発電設備のメーカや、構成機器のディーゼル
機関・ガス機関・ガスタービンの原動機メーカ等を対象として、「アンケート調査票」を送付し、各社から
回答を得ました。ディーゼル機関、ガス機関、ガスタービンの原動機を搭載する「常用自家発電設備（常時
自ら使用する自家発電設備）」を調査対象とし、納入時期は２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日
までに導入された常用自家発の設置実績を回答していただきました。
　ただし、「電力会社等の発電事業用」、「送配電事業者等のように事業として他者へ電気を供給又は販売すること
を目的とした発電設備」、「非常専用発電設備」、「家庭用発電設備」については対象外とし、除外しています。

常用自家発電設備の設置実績

　施設種類別では、１位が工場等で７４台、２位は病院等で６４台、３位はその他＊で５０台、４位は店舗
類で３４台、５位は福祉施設等で３０台の順でした。（５・６面に表）
　＊その他とは、代表的施設として、「下水処理場」「マンション」などがあげられます。

施設種類別の設置実績

　台数３４５台のうち、「排熱回収を行っているコージェネレーションシステム」は３３２台（前年度実績
４４４台）でした。常用自家発電設備に占めるコージェネレーションシステムの比率は９６.２%で前年度実
績９２.９%に比べ増加しました。 
　コージェネレーションシステムの比率を原動機種類別にみると、▼ディーゼル機関を搭載した常用自家発

コージェネレーションシステムの設置実績

製品認証部が令和３年度導入分を集計

常用は台数で２８％減、出力で１％増
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　都道府県別では、１位が東京都で４０台、２位が大阪府で３７台、３位が福岡県で２６台、４位が愛知県、
兵庫県、熊本県の各県で２３台、７位が神奈川県で１９台の順でした。
　また、前年度実績に比べ設置台数が大幅に増加したのは、山形県で５００%増、熊本県で４７５%増、岡
山県で３００%増でした。（８・９面に表）

都道府県別の設置実績

　台数３４５台のうち、ディーゼル機関を搭載したものは９台（前年度実績１３台）、ガス機関を搭載した
ものは３３３台（同実績４７５台）、また、ガスタービンを搭載したものは３台（同実績８台）、でした。
（１０面に表）

原動機メーカ別の設置実績

　台数３４５台のうち、使用する燃料種類別に設置実績をみると、▼都市ガスなどの「気体燃料」仕様は
２７８台（前年度実績４２２台）でした。台数全体の８０.５%を占めました。原動機類別でみると、ガス機
関２７５台、ガスタービン３台でした。
　▼下水処理場、農場向け、「バイオ燃料」仕様は５８台（前年度実績４０台）でした。台数全体の１６.８
%を占めました。原動機類別でみると、ガス機関の５８台でした。
　▼ごみ処理場、製造工場向け、軽油や重油などの「液体燃料」仕様は９台（前年度実績１６台）でした。
台数全体の２.６%を占めました。原動機類別でみると、ディーゼル機関の９台でした。（２０～２３面に）

使用する燃料種類別の設置実績

　台数３４５台のうち、オーハツの発電機を搭載した常用自家発電設備は２６０台。台数全体の７５.３%を
占めました。出力（設置容量）順にみると、西芝電機の発電機を搭載した出力（設置容量）は５３,６２５
kW。容量全体の４０.８%を占めました。（１１面に表）

発電機メーカ別の設置実績

電設備は９台のうち、「ディーゼルコージェネレーションシステム」は３台（構成比率３３.３%）でした。
　▼ガス機関を搭載した常用自家発電設備は３３３台のうち、「ガスエンジンコージェネレーションシステ
ム」は３２６台（構成比率９７.８%）でした。
　▼また、ガスタービンを搭載した常用自家発電設備は３台のうち、「ガスタービンコージェネレーション
システム」は３台（構成比率１００%）でした。（６・７面に表）
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